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ごあいさつにかえて

桐 世 文 雄

私は約10年近〈東京区住んでいたむであるが、今度静岡忙行〈 ζとK在ってから多〈巴友人

知己から、静附は良いととるだ、気候も暖いし東京Kは近いし、新幹線が動量出ぜは東京D郊外

と同じようなも白在と耳にたとのできる程聞か古れた。実際K私は今までK静刷K住んだととも

乏かづえし泊ってみたζとも危い。

えだ私自前任D機関が天竜川で佐N'sV.ム、秋;1¥ダムを築造したり、佐久開発泡所から東京へ

<1)2)万ボルト田高圧送電線をつ〈った bしたりで、 そ白ζる良〈静岡は通過したととがある。

現場には宿泊施設があるし東京Kは近い白で、ついぞ静岡K泊ったEとも左かっ先と。

定から私Kとって静岡は全〈初めて白土地というととKなる。私はζ白土地白人情、風俗、あ

るhは地物、風物K大き左興味と期待をいだいて赴任して来たむでるる。とむよう攻興味と期待

とは一朝一夕K満足させられるも白では左い。私は時間をか吋て段々K慣れ親しんでいきたいと

考えている。どうか今後ともみを様方のど指導をな願いする次第である。

とζで一言、私D専門とする地学白面で白感想を述ベるととを志、許し願いたい。

まず第ーに感じているととは静岡県は地学を探求しようとする者Kとって非常忙良h フ4 ル

ドであるというととである。

県白商端は日本QJback bone といわれてhる中央構造崩wcょっτ限られ、東端はこれま

た日本音東北臼本、西南日本り二つK区舟ずる大地溝帝 !j'ossamagna vcょ。て限られてい

る。古 らKまた静岡市はF06samagna GD西縁をなす静岡一舟f!t川構造総D発端の地T;!，る

ともいえる。日本田構造地質学はとり意味t噂附K始まると威張ってもよいではないか。県む西

部から東部へと古い時代白地層からj匝忙新しい時代白地層へと南北性白帯状構造がつづ主、日本

田いわゆる西南日本外帯D様相がはっきりうかがわれる。ただ、九州、四回、紀伊半島とつづ〈

西南日本外帯の東西性む精進がFos~.' a magna K.よって推し曲げられ、静岡県内では南北性

K近い帯状構造を示す定けである。新しい時代D堆積物である第三紀層が天竜HI東岸から御前崎

へ、さらK静岡、清水市周辺K発達する有様も紀伊半島の新宮市付近や凶国D室戸岬や足摺岬付

近の有様と良〈似ているし、従ってとれら各地む第三紀層也地質時代も古したる差はないととで

あろう。

Fossa magna から東では富士山、箱根山台よび伊豆半島U窃f却IJ<1)火山岩類が言揃章一し
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て発達し、火山や火山岩類自探求者医とっても良いフィール ドを提供して〈れている。欲をいえ

は深成岩淵田発進がほとんど見られないととが殊tだ。しかしζれとてもを燐台白愛知県や長野

県下へ是をDはせはそむフィールト准い〈らてもある。鉱床白存在も非常忙多いし、温泉もまた

伊豆半島をはじめとしてた〈さんある。1:(/)ょうK地学探求者Kとって&かなか良hフィールト

が静岡市を丁度中心として適当&距離Dとζるに存悲しτいるというととは他県では見られ&い

ととであるc

とん~1:とから私は地学を探求する君。一人として静岡はほんとう忙仲々良いと ζる充という

実感がわいて来つつある。友人知芭から静刷は雌いからとか東京K近いからとかで良いととろだ

とさんざんいわれたが、それ以上K自分白専門自立場からも、&るほど良いととるだとじ。ぐり

味わえるととは&んとうれしいととだろう。

さらK却し上げるならば、静随県は西忙日本有散の高山地帯である赤石山系を、東忙典型的~

層状火山である富士山をひかえ、また狩野川、富士川、安倍川、大井川、天竜川等D著名河川iを

持ち、海岸沿いK位低夷な段丘地帯と聞けた広い再検原等放存在して事、b、とれらに基づ〈応

用地学白面1'0.-いτ白種々D問題が今までもあ司たろうし、今後も私等由課題と して提供吉れる

とと克ろう。即ち山間地や川沿い白地すベbや山崩れ、ダム築造Kとも危う、あるいは築造後四

種々白問題、工業地帝白軟弱地艦白問題、工業用水というよりも一般的な地 F水白問題、道路ゃ

隆道D問題、撮長掘削D問題及び地熱開発白問題等、民害地質や土木地質D種々白問題が宿命的

K県下忙は伏在しているもりと考えられる。 一般K土木地質。問題では構造物が地盤忙力を加え

る場合と、逆忙地盤が僻造物陀力を加える場合とK分けられる。

タムや一般D副築物口前者であり、隆道や地下発電所等白地下構造物は後者D場合K相当する。

県下K会ける ζれらむ問題は地域開発が進!tI'Cつれてそれぞれに表面化するtあろう。 とれらむ

種々D柑l題もまず地竿叫問題であ担、次白邸昔ではじめτ土木設計、土木施工の問題と~るむで

ある。

とりょうK地学D一面Kは社会D進歩発展K直結した問題、いわば私等0日常生活D向上K直

接つ乏がる音枇骨がた〈さんあるD充。 し:かもそむ解決は私等地学陀たずさわるも(/)(/)責任1'0.-い

てし&げればIl:b.1:V:>CDだというととを近f拍甘地学探京者としては忘れて生ら&いζ とである。

近代的地学や近代的土木工学白をかった時代白蜜邑の遺跡D古代人が安倍JlI(/)汎濫原由中

で苦闘した様をし白び左がら、またいつ桝主それ忙堪え切れず忙安住の地を求めて移ってh った

であろうととを思いたがら、ひとと と皆様方へDどあいさつと致します。 (1964.11.15)
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